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Abstract (Aim, Use
Applications and

Contents)

原子炉および核融合炉などの次世代型エネルギー炉の安全な稼働には、高温かつ高
エネルギー粒子照射環境に十分な耐性を持つ構造材料が必要である。近年、このよ
うな構造材料の候補として優れた高温強度を有するハイエントロピー合金 (HEA)が
注目されている。 また、機械的特性や耐照射性の向上が期待できる手法として、母
相中に高温下でも安定な酸化物を分散させる酸化物分散強化 (ODS)が挙げられる
[2]。本研究では 、 放電プラズマ焼結 (SPS)による高強度 ODS-HEAの 作製 を目的
とし、 引張 強度に及ぼす SPS条件 の影響を精査した。

実験
Experimental

母材として FCC型 HEAである Cr0.8FeMn1.3Ni1.3合金粉末、添加元素として Y2O3と
Tiを用いた。秤量した 粉末 を遊星型ボールミルにて回転速度 330 rpm、ボール：
試料重量比 5.5:1、処理時間 48 hの メカニカルアロイング (MA)を 行 った。 続 い
て 、 SPS装置 を 用 いて 900 ℃、 1000 ℃、1050 ℃、 1100 ℃かつ 30 MPaの
条件下 で 焼結 し、それぞれの 試料 に 対 して 引張特性 を 調査 した。また 分散粒
子のサイズ分布 、 各試料の結晶粒径について、それぞれ TEM、 EBSDにより評価
した。

結果と考察
Results and Discussion

1000℃で SPS焼結した ODS-HEAは、それ以外の試料と比較して 2倍程度高い降伏
応力を示した。 900℃で焼結した試料は密度が低く、内在していたポアが亀裂発生
の起点となり早期破断 に 至 ったと 推察 される。 一方、 1050℃及 び 1100℃で
焼結 した 試料の降伏応力が低い原因については、①母相結晶粒の粗大化及び②母
相中ナノ粒子の粗大化に起因してい るものと考えられる。
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